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　61 回目を迎えた今年の研究発表会は、局署等のほか、教育機関、

各研究機関等から 21 課題（特別発表を含む）が発表されました。

四国森林・林業研究発表会

四万十高校の発表 高知工業高校の発表
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一
月
二
三
日
、
四
国
森
林
管

理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、「
平

成
二
五
年
度
四
国
森
林
・
林
業

研
究
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
浅
川
局
長
か
ら
、「
発

表
さ
れ
る
課
題
は
、
森
林
整
備
、

木
材
利
用
を
始
め
、
治
山
、
林

産
物
、
獣
害
対
策
、
自
然
環
境

保
護
、
そ
し
て
森
林
環
境
教
育

な
ど
多
く
の
今
日
的
課
題
に
つ

い
て
の
研
究
成
果
で
あ
り
大
変

有
意
義
な
内
容
で
あ
り
ま
す
。

発
表
さ
れ
る
方
々
が
取
り
組
ん

で
い
る
課
題
が
、
こ
れ
か
ら
の

森
林
づ
く
り
な
ど
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

六
一
回
目
を
迎
え
た
今
年
の

研
究
発
表
会
で
は
、
局
署
等
の

ほ
か
、
教
育
機
関
、
各
研
究
機

関
等
か
ら
二
一
課
題
（
特
別
発

表
を
含
む
）
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
な
か
で
も
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

等
に
よ
る
食
害
対
策
に
関
す
る

発
表
が
五
課
題
あ
り
、
局
署
等

が
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
知
県
立

高
知
工
業
高
校
、
高
知
県
立

四
万
十
高
校
か
ら
、
学
習
活
動

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
内
容
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
、
会
場
か
ら
多
く
の
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
今
回
の
発
表
会
の
特

徴
と
し
て
、
局
署
等
の
職
員
か

ら
自
署
等
の
取
組
み
の
現
状
と

併
せ
て
の
質
問
が
多
く
、
聴
講

者
に
も
好
印
象
を
与
え
て
い
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
四
国
森
林
管

理
局
長
賞
と
し
て
五
課
題
（
最

優
秀
賞
一
課
題
、
優
秀
賞
三
課

題
、
奨
励
賞
一
課
題
）
が
選
出

さ
れ
、
各
受
賞
者
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
森
林
技
術
協
会
理

事
長
賞
、
日
本
森
林
林
業
振
興

会
会
長
賞
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一

課
題
選
出
さ
れ
、
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
三
原
村

森
林
組
合
の
発
表
は
、
シ
カ
等

の
捕
獲
に
用
い
る
「
く
く
り
わ

な
」
に
つ
い
て
、
設
置
の
際
の

安
全
性
な
ど
に
も
工
夫
を
凝
ら

し
た
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
発
表
課
題
と

審
査
結
果
は
最
終
頁
の
と
お
り

で
す
。

四
国
森
林
管
理
局
長
賞

【
最
優
秀
賞
】

四
国
森
林
管
理
局
長
賞

【
優
秀
賞
】

【
優
秀
賞
】

【
優
秀
賞
】

 

四
国
森
林
・
林
業
研
究
発
表
会
を
開
催

〈
技
術
普
及
課
〉

高知県三原村森林組合
大塚真紀氏、小笠原洋氏

徳島県南部総合県民局
保健福祉環境部（阿南）
環境担当課長補佐　森　一生氏

㈱土佐れいほく　石垣久志氏
嶺北森林管理署　森下寿広氏高知県立高知工業高等学校建築科３年生の皆様へ
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【
奨
励
賞
】

（
一
財
）
日
本
森
林

　

林
業
振
興
会
会
長
賞

（
一
社
）
日
本
森
林

　

技
術
協
会
理
事
長
賞

　

一
二
月
四
日
、
林
野
庁
に
お
い
て
、

平
成
二
五
年
度
国
有
林
野
事
業
業
務

研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
会
に
は
、
四
国
森
林

管
理
局
か
ら
三
部
門
に
各
一
課
題
ず

つ
三
課
題
を
発
表
し
ま
し
た
。

○
森
林
技
術
部
門

「
剣
山
地
域
に
お
け
る
自
然
景
観
に
配

慮
し
た
治
山
工
事
に
つ
い
て
」
を
徳

島
森
林
管
理
署　

中
村
治
山
技
術
官
、

丸
田
総
括
治
山
技
術
官
が
発
表
し
ま

し
た
。

○
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
そ
の
可
能
性
」

を
梼
原
町
立
国
保
梼
原
病
院 

伴
医

師
、
松
原
ま
ろ
う
ど
会　

下
元
会
長
、

四
万
十
森
林
管
理
署　

森
下
森
林
整

備
官
が
発
表
し
、
日
本
林
政
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

○
森
林
保
全
部
門

「
四
国
地
域
の
国
有
林
内
お
よ
び
そ

の
周
辺
地
域
に
お
け
る
翼
種
目
生
息

確
認
調
査
」
を
四
国
自
然
史
科
学
研

究
セ
ン
タ
ー　

谷
地
森
セ
ン
タ
ー
長
、

局
技
術
普
及
課
西
本
課
長
補
佐
が
発

表
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
研
究
発
表
会
の
内

容
等
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
に
お
い

て
発
表
集
が
作
成
さ
れ
た
後
、
署
等

へ
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

森
林
・
林
業
に
対
す
る
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
、
各
署
等
に

お
い
て
技
術
開
発
等
の
取
組
が
一
層

推
進
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

受賞者　左から伴医師、下元会長、四万十署森下森林整備官

日本林政ジャーナリスト会会長賞

日
本
林
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
会
長
賞
を
受
賞
！

国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

〈
技
術
普
及
課
〉

高知県立四万十高等学校
本山和樹さん、沖 佳純さん愛媛森林管理署 福田 薫氏

住友林業フォレストサービス㈱
難波海南子氏
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平
成
二
五
年
度

第
二
回
技
術
開
発
委
員
会

　

一
二
月
一
七
日
、
今
年
度
第

二
回
目
の
技
術
開
発
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
四
国
森
林

管
理
局
技
術
開
発
委
員
会
運
営

要
綱
に
基
づ
き
、
技
術
開
発
の

計
画
・
評
価
・
方
法
等
に
つ
い

て
意
見
を
聴
く
も
の
で
、
森
林

生
態
学
、
林
木
育
種
、
遺
伝
資

源
、
森
林
管
理
経
営
等
の
専
門

家
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
平
成
二
五
年
度
に

実
施
し
た
課
題
の
内
、
中
間
報

告
一
課
題
（
保
育
作
業
の
省
力

化
に
よ
る
森
林
育
成
技
術
の
確

立
）
、
完
了
報
告
三
課
題
（
①

天
然
林
に
お
け
る
ス
ギ
天
然
更

新
技
術
の
確
立
、
②
ヒ
ノ
キ
天

然
更
新
地
の
更
新
技
術
の
確

立
、
③
囲
い
わ
な
に
よ
る
効
率

的
な
シ
カ
捕
獲
試
験
）
と
平
成

二
六
年
度
新
規
課
題
一
課
題

（
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
植
栽
に
よ
る

下
刈
省
力
化
試
験
及
び
シ
カ
食

害
防
止
ク
リ
ッ
プ
効
果
の
検
証
）

の
計
五
課
題
に
つ
い
て
審
議
を

願
い
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
中
間
報
告
課

題
、
保
育
作
業
の
省
力
化
に

よ
る
森
林
育
成
技
術
の
確
立
で

は
、
「
下
刈
、
除
伐
の
省
力
化

に
は
大
い
に
期
待
し
て
お
り
、

併
せ
て
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
を

考
慮
し
た
試
験
の
検
討
を
行
っ

て
は
ど
う
か
」

　

完
了
報
告
課
題
①
天
然
林
に

お
け
る
ス
ギ
天
然
更
新
技
術
の

確
立
で
は
、
「
稚
樹
が
な
ぜ
消

滅
し
た
の
か
、
原
因
の
特
定
・

分
析
を
行
っ
て
は
ど
う
か
」

　

②
ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
地
の
更

新
技
術
の
確
立
で
は
、
「
天
然

更
新
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
多

く
の
時
間
と
労
力
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
試
験
の

検
討
を
行
っ
て
は
ど
う
か
」

　

③
囲
い
わ
な
に
よ
る
効
率
的

な
シ
カ
捕
獲
試
験
で
は
、
「
セ

ン
タ
ー
開
発
わ
な
の
更
な
る
普

及
と
シ
カ
分
布
状
況
の
更
な
る

デ
ー
タ
収
集
に
期
待
し
て
い

る
」

　

新
規
課
題
、
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
植
栽
に
よ
る
下
刈
省
力
化

試
験
及
び
シ
カ
食
害
防
止
ク

リ
ッ
プ
効
果
の
検
証
で
は
、「
ク

リ
ッ
プ
装
着
に
よ
る
植
栽
木
に

与
え
る
影
響
な
ど
を
含
め
、
試

験
結
果
に
期
待
し
て
い
る
」
等

各
課
題
に
対
し
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
頂
き
ま
し
た
こ
れ
ら
の

貴
重
な
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、

今
後
の
試
験
設
定
の
あ
り
方
な

ど
技
術
開
発
に
活
か
し
て
行
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
初
の
女
性
森
林
管
理
局
長

〈
総
務
課
〉

　

一
月
一
四
日
付
け
で
、
浅
川

京
子
四
国
森
林
管
理
局
長
が
着

任
し
ま
し
た
。

　

一
月
二
七
日
の
着
任
記
者
会

見
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
知
放
送
局

を
は
じ
め
、
高
知
新
聞
社
な
ど

八
社
の
取
材
を
受
け
マ
ス
コ
ミ

各
社
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

　

浅
川
局
長
か
ら
、
「
四
国
森

林
管
理
局
管
内
は
、
他
の
森
林

管
理
局
と
比
べ
て
も
、
全
国
一

の
森
林
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
・
林
業
と
地
域
と

の
繋
が
り
が
非
常
に
大
き
い
地

域
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
う

 

技
術
開
発
課
題
に
貴
重
な
意
見

「
平
成
二
五
年
度
第
二
回
技
術
開
発
委
員
会
」
を
開
催

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉
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い
う
中
で
、
当
局
管
内
で
大
型

製
材
工
場
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
施
設
が
操
業
を
予
定
さ
れ
て

い
る
と
い
っ
た
森
林
・
林
業
関

係
で
は
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
明
る

い
、
前
向
き
な
兆
し
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
国
有
林
の
人
工
林

も
適
齢
の
伐
期
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
動
き
を
更
に

進
め
て
い
け
る
よ
う
に
、
木
材

の
安
定
供
給
等
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

等
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
記
者
か
ら
は
、

「
大
型
製
材
工
場
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
施
設
の
操
業
が
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
そ
の
こ
と
に

関
連
す
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
、
ま
た
、
森

林
保
護
・
育
成
の
観
点
か
ら
ニ

ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
等
に
対
し

て
森
林
管
理
局
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
組

を
お
こ
な
っ

て
行
く
の
か
」

等
の
多
く
の

質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
二

月
五
日
に
は
、

共
同
通
信
社

か
ら
の
単
独

取
材
も
あ
り

ま
し
た
。

・
昭
和
六
〇
年
四
月

　

林
野
庁
入
庁
（
林
政
部
林
政
課
）

・
平
成
一
二
年
一
月

　

林
野
庁
林
政
部
林
政
課
調
査
官

・
平
成
二
三
年
八
月

　

林
野
庁
国
有
林
野
部
管
理
課
長

・
平
成
二
四
年
八
月

　

農
林
水
産
省
経
営
局
総
務
課
長

・
平
成
二
六
年
一
月　

現
職

共同通信社からのインタビューに答える
浅川局長（右側）

 

「
介
良
祭
り
」
で
森
林
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ

〈
技
術
普
及
課
〉

　

一
月
二
六
日
、
高
知
市
立
介

良
小
学
校
に
お
い
て
、
森
林
教

室
と
木
工
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

こ
の
催
し
は
、
介
良
小
学
校

か
ら
、
親
子
が
参
加
す
る
イ
ベ

ン
ト
「
ふ
れ
あ
い
参
観
日
・
介

良
祭
り
」
の
体
験
学
習
コ
ー

ナ
ー
の
一
つ
と
し
て
、
木
工
製

作
の
体
験
活
動
を
通
じ
て
森
林

へ
の
理
解
を
深
め
さ
せ
た
い

と
、
当
局
に
森
林
・
木
工
教
室

の
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
地
域
の
方
々
の
協

力
で
、
二
〇
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
森
林
・
木
工
教

室
に
は
二
〇
組
の
親
子
等
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
森
林
の
大
切
さ

や
、
働
き
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
に
よ
る
紙
芝
居
を
見
て
も
ら

い
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

木
工
教
室
で
は
、
今
回
、
参

加
す
る
児
童
に
作
品
の
見
本
を

事
前
に
配
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
希

望
す
る
作
品
を
作
製
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
「
色
塗
り
が
大
変
」

「
目
な
ど
細
か
い
物
を
貼
り
付

け
る
の
が
難
し
い
」
な
ど
の
感

想
を
聞
き
ま
し
た
が
、
自
分
が

気
に
入
っ
た
作
品
だ
け
に
、
ど

れ
も
、
素
敵
な
仕
上
が
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
児
童
の
未
就
学

の
弟
・
妹
た
ち
や
、
作
品
が
仕

上
が
っ
た
児
童
に
は
、ジ
ー
ジ
ー

ゼ
ミ
を
作
っ
て
も
ら
い
、
こ
ち

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
の
完
成
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一
二
月
一
七
日
、
四
万
十
市

立
具
同
小
学
校
の
六
、
四
年
生

七
二
名
を
対
象
に
、
森
林
教
室

を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
「
森
林
の
働
き
」
に

つ
い
て
は
、
森
林
に
は
「
水
を
蓄

え
る
」、「
山
崩
れ
を
防
ぐ
」、「
快

適
な
環
境
を
つ
く
る
」、「
地
球

の
環
境
を
守
る
」
な
ど
の
働
き

が
あ
る
こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
「
森
・
川
・
海
の

つ
な
が
り
」
で
は
、
森
で
作
ら

れ
た
栄
養
分
が
川
か
ら
海
へ
流

れ
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
昆
布
や

魚
の
栄
養
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
説
明
。
ま
た
、
山
に
木
を
植

え
て
間
伐
等
の
手
入
れ
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
森
が
豊
か
に
な

れ
ば
、
川
へ
流
れ
る
栄
養
分
も

絶
え
る
こ
と
な
く
、
魚
や
エ
ビ
・

ウ
ナ
ギ
、
ホ
タ
テ
な
ど
川
や
海

の
魚
介
類
が
美
味
し
い
く
成
長

し
て
、
川
も
海
も
豊
か
に
な
る

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

 
 

今
回
、
講
義
の
後
に
質
問
す

　

二
月
八
日
、
徳
島
県
徳
島
市

の
渭
北
公
民
館
で
実
施
し
て
い

る
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
」
活
動

の
一
環
と
し
て
森
林
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。
当
日
は
徳
島
市

内
で
は
め
っ
た
に
な
い
積
雪
と

な
り
、
参
加
者
が
減
る
の
で
は

な
い
か
と
の
心
配
も
あ
り
ま
し

た
が
、
小
学
生
二
三
名
の
参
加

が
あ
り
無
事
に
「
写
真
立
て
づ

く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

始
め
に
当
署
職
員
が
徳
島
県

の
森
林
の
特
徴
や
、
間
伐
作
業

の
必
要
性
に
つ
い
て
話
を
し
ま

し
た
。
間
伐
作
業
の
説
明
で
は
、

子
供
た
ち
に
一
カ
所
に
ぎ
ゅ
う

ぎ
ゅ
う
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
後
に
ち
ょ
っ
と
隙
間
を
開

け
て
も
ら
う
こ
と
で
、
間
伐
前

後
の
木
の
気
持
ち
を
疑
似
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
最
初
、
森
の
木
を
切
る
こ

と
は
悪
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

た
よ
う
で
し
た
が
、
森
を
育
て

る
た
め
に
は
間
伐
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と

と
、
間
伐
作
業
で
伐
ら
れ
て
し

ま
う
木
を
無
駄
に
せ
ず
に
使
う

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
写
真
立
て
の
作
り
方
や
工

具
の
使
い
方
な
ど
の
説
明
を
行

い
、
写
真
立
て
作
り
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
写

真
立
て
の
ベ
ー
ス
を
作
り
終
え

る
と
、
飾
り
用
に
準
備
し
て
あ

る
材
料
を
使
っ
て
動
物
や
昆
虫

の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。
時
間
の
経
過
と
と
も

作
製
方
法
の
説
明
を

行
っ
て
い
る
正
岡
さ
ん

る
生
徒
も
多
く
あ
り
、
森
林
へ

の
関
心
も
高
く
、
森
林
や
自
然

環
境
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

ら
も
大
変
な
人
気
で
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
森
林

の
大
切
さ
や
木
の
良
さ
を
理
解

し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
学

年
末
終
盤
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
親
子
で
一
つ
の
作
品
を
作

り
上
げ
る
と
い
う
良
い
思
い
出

作
り
の
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
作

品
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

 

「
森
林
の
働
き
」「
森
・
川
・

海
の
つ
な
が
り
」
を
学
習

〈
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

「
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
」

 

森
林
教
室
「
写
真
立
て

づ
く
り
」
を
実
施
　
　

〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉
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に
木
片
や
木
の
実
な
ど
の
材
料

を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
見
本

に
は
無
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の

を
色
々
と
作
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
公
民
館
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
、
公
民
館
職
員
の
ほ

か
、
複
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
方
の
協
力
も
あ
っ

て
、
子
供
た
ち
か
ら
の
様
々
な

要
望
に
額
に
汗
を
か
き
な
が
ら

応
え
て
い
た
だ
き
と
て
も
あ
り

が
た
い
存
在
で
し
た
。

　

こ
の
森
林
教
室
を
主
催
し
た

渭
北
公
民
館
で
は
年
間
を
通
じ

て
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
子
供
た
ち
に
と
っ

て
は
「
森
か
ら
の
お
く
り
も
の
」

で
あ
る
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
材
料

を
使
っ
て
自
由
に
物
を
つ
く
る

機
会
は
ほ
か
に
は
な
い
そ
う
で

す
。
当
署
と
し
て
は
、
森
林
や

木
製
品
に
興
味
や
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
後
も

継
続
し
て
森
林
教
室
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
森
林
教
室
の
様
子
は

当
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
昼
の
ニ
ュ
ー

ス
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

オリジナルの写真立て完成 間伐前の木の気持ちを疑似体験（ぎゅうぎゅう）

四国森林・林業研究発表会　発表課題及び審査結果
発
表
順

発　　表　　課　　題
発　　　　　表　　　　　者

審 査 結 果
所　　　　　属 氏　　　 名

1

アンケートを活用した森林教室

の試み

四国森林管理局技術普及課

　　　　緑の普及係長

　　　　臨時職員

西山　扶美

秋山　雅弘

2
公募による出前森林教室の実績

と今後の森林環境教育への取組

徳島森林管理署

　　　　森林整備官
諸星　雄二

3
黒尊渓谷親水公園の自然再生に

ついて

四国森林管理局四万十川森林ふ

れあい推進センター

　　　　自然再生指導官

しまんと黒尊むら　代表

曽我部　稔

田辺　義武

4
奈半利川地区で発生した大規模

崩壊に関する実態調査報告

安芸森林管理署

　　　　総括治山技術官

国土防災技術株式会社

田上　弘樹

宮本　卓也

5 大正時代の治山事業調査
愛媛森林管理署

　　　　治山技術官
福田　　薫

（一財）日本森林

林業振興会会長賞

6

南つるぎ地域活性化協議会の剣

山南側地域活性化への取り組み

と今後の課題

南つるぎ地域活性化協議会会長

徳島森林管理署

　　　　森林技術指導官

平井　　滋

柏木喜代幸

7
ノウサギによるヒノキ造林地で

の被害と駆除方法の検討

四万十森林管理署

　　　　三原森林事務所森林官

徳島森林管理署　森林整備官

  （前三原森林事務所森林官）

濱崎　昭和

諸星　雄二

8
徳島県版シャープシューティン

グ実証試験についての報告

徳島県南部総合県民局保健福祉

環境部（阿南）環境担当課長補

佐

森　　一生
四国森林管理局

局長賞（優秀賞）
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発
表
順

発　　表　　課　　題
発　　　　　表　　　　　者

審 査 結 果
所　　　　　属 氏　　　 名

9

下刈省力化とシカ害対策に向け

た新たな試みについて～エリー

トツリーの植栽とシカ対策ク

リップの導入～

四国森林管理局 森林技術・支援

センター　　所長 

高知中部森林管理署

　　　　別府森林事務所森林官

池本　育利

小松　大高

10
ツリーシェルターを用いた低コ

スト造林手法の効果と課題

住友林業フォレストサービス

（株）森林企画部
難波海南子

（一社）日本森林

技術協会理事長賞

11
「囲いわな」によるシカ捕獲試験

～経過報告～

四国森林管理局 森林技術・支援

センター　　業務係長
佐竹　祐記

12
鳥獣被害対策に於けるくくりわ

なの改良・開発
三原村森林組合

大塚　真紀

小笠原　洋

四国森林管理局

局長賞（最優秀賞）

13
観音寺市分収造林地の今後の取

扱について検討

香川森林管理事務所

　　　　総括森林整備官
横山　敬吾

14

「Ｈ型架線集材システム」～急傾

斜林地における効率的な集材シ

ステム～

株式会社とされいほく

　　　　業務課長

嶺北森林管理署

　　　　主任森林整備官

石垣　久志

森下　寿広

四国森林管理局

局長賞（優秀賞）

15 香北町観音堂の製作
高知県立高知工業高等学校

　　　　建築科３年生

池田　　翔

江口　立晟

柏原　明典

熊谷　勇哉

西原　朋宏

笹岡　俊介

高島田裕也

谷口　公星

土居　大樹

西村　公希

松廣　　周

山﨑　龍二

四国森林管理局

局長賞（優秀賞）

16 「四万十高校演習林の現状」
高知県立四万十高等学校

　　　　自然環境コース３年生
本山　和樹 沖　　佳純

四国森林管理局

局長賞（奨励賞）

17

四国地域の国有林内およびその

周辺地域における翼種目生息確

認調査

※特別発表

四国自然史科学研究センター

　　　　センター長
谷地森秀二

18

固有樹種シコクシラベの保存に

むけた取り組み

※特別発表

（独）森林総合研究所林木育種セ

ンター関西育種場

　　　　育種課　主任研究員

遺伝資源管理課収集管理係長

　　　　育種課　育種研究室長

　　　　育種課　主任研究員

　　　　育種課長

岩泉　正和

笹島　芳信

磯田　圭哉

河合　慶恵

久保田正裕

山口　和穂

19

 愛媛県民有林における再造林適

地判定の試み

※特別発表

愛媛県農林水産研究所林業研究

センター

　　　　研究指導室長

豊田　信行

20
ウスキキヌガサタケの栽培技術

※特別発表

高知県立森林技術センター

　　　　研究員
澤田　浩幸

21

人工林の間伐が生物多様性に及

ぼす影響

※特別発表

（独）森林総合研究所四国支所

流域森林保全研究グループ長
佐藤　重穂


